
 - 3 - 

             Ⅱ 結 果 の 要 約 

１．平成２２年１０月１日現在の伊丹市人口は１９６，１２７人で、前回調査の平成１７年 

に比べ３，８７７人、２．０２％の増加となっている。 

増加率は平成１７年より１．９７ポイント上回っている。 

２．人口を男女別にみると、男子が９５，６６５人、女子が１００，４６２人で女子が 

４，７９７人多く、人口性比（女子１００人に対する男子の数）が９５．２となっており、 

平成１７年に比べ０.９ポイント低下している。 

３．人口を年齢別にみると、年少人口（１５歳未満人口）は２９，６６４人（全人口の 

１５．１％）、生産年齢人口（１５歳以上６５歳未満人口）は１２７，０８７人 

（同６４．８％）、老年人口（６５歳以上人口）は３９，２７５人（同２０．０％）となっ 

ている。これを平成１７年の構成比と比べると、年少人口は０．５ポイント低下、生産年 

齢人口は３．１ポイント低下、老年人口は３．５ポイント上昇している。 

４．世帯総数は７７，２６３世帯で、平成１７年に比べ４，２８０世帯、５．９％増加して 

いる。 

そのうち一般世帯は７７，２１８世帯で、一般世帯の１世帯当たりの人員は２．５０人 

となっており、平成１７年（２．６０人）に比べ０．１０人減少している。 

５．配偶関係をみると、有配偶率は男子が６２．０％、女子が５８．６％と平成１７年 

（男子６２．８％、女子５９．９％）に比べ男女とも低下している。又、未婚率も、男子 

が３１．０％、女子が２２．８％と、平成１７年（男子３０．３％、女子２２．９％）に 

比べ、それぞれ低下している。 

６．住居の状態をみると、住宅に住む一般世帯の１世帯当たり延べ面積は７９．２㎡で、 

平成１７年（７６．９㎡）に比べ２．３㎡増加している。なお、一般世帯の持ち家率は 

６０．６％で平成１７年（５９．２％）に比べ１．４ポイント上昇している。 

７．１５歳以上人口１６６，３６２人の労働力状態をみると、労働力人口（就業者及び完全 

失業者）は９５，３３２人で、平成１７年に比べ９７４人、１．０％減少している。 

また、労働力率（１５歳以上に占める労働力人口の割合）は５７．３％で平成１７年に 

比べ男子は２．０ポイント低下している。 

８．労働力人口を男女別にみると、男子は５７，０８４人、女子は３８，２４７人で、平成 

１７年に比べ、男子は２．８％減少し、女子は１．８％増加している。 

また、労働力率（１５歳以上人口に占める労働力人口の割合）は、男子７０．９％、 

女子４４．６％で、平成１７年に比べ男子は３．５ポイント低下、女子は０．５ポイン 

ト低下している。 

９．就業者数は８９，２１０人で平成１７年に比べ５８４人、０．６％減少している。男女 

別にみると、男子は５３，０８６人、女子は３６，１２４人で、平成１７年に比べ男子は 

２．６％減少し、女子は２．３％増加している。また６５歳以上の就業者数は、 

７，１２５人（就業者の８．０％）で平成１７年に比べ４２，８％増加している。 

10．就業者数を産業大分類別にみると、製造業が１７，１６６人（就業者の１９．２％）、卸 

売・小売業が１４，９４３人（同１６．８％）、医療・福祉が８，８０２人（同９．９％）、 

建設業が６，１５８人（同６．９％）、運輸業等が５，０７６人（同５．７％）、サービス 

業が５，０２４人（同５．６％）などとなっている。 


